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上 の もの を多項反応 ま た は多項選択 と言う．計量経

済学 で は ， 質的 データ や 離散 デ ー
タ の 分析 に 数多 く

の手法 が 開発 さ れ ， 多 くの 実証研究が 行 わ れ て い る

が ， 本稿で は そ れ ら に つ い て 簡単 に 述べ る．

臨 床的 デ ータ か らの ブ レ ーク ス ル
ー

D ・4　Cox回帰　 理論 と応用

　　　　　　　　　　東大 ・医　大 　橋　靖 　雄

D ・5　金融 工 学 へ の 応用

　　　　
一

橋大 ・国 際企業戦略　大 　上 　慎 　吾

　　　指定討論者 ：東大 ・経済　大　森　裕　浩

複雑計量生物 データ か らの ブ レ ーク ス ル ー

D ・6　推定方程式論の 発 展 ：計量 生 物 学 か らの 発信

　　筑波大 ・ビ ジ ネ ス科学 ・院　椿　 　 広　計
奪

　　筑 波 大 ・
経営政策科学 ・院　岩　崎　正 　和

　Liang　 and 　 Zeger 〔1986） の
一

般化推定 方程 式

（Generalized　Estimating 　Equation，　GEE ）は ， 個体

間，個体 内相関 を柔軟 に 取 り扱 え る技 法 と し て 計量

生物学 に 応用上大 き な イ ン パ ク トを 与 え た。特 に ，

それ まで の 接近が質的多変量 データ で も多変量 正 規

モ デル の 枠組 み に 押 し込 め て い た も の を ，

一
般化線

形 モ デ ル （Generaljzed　Linear 　Models ，　GLIM ） の

枠組 み で 取 り扱 え る よ うに な っ た も の と して ， 評価

さ れ て きた．計量経済 ・金融分野 で は ， 既 に 同様な

技法 と し て ，Hansen （1980）の
一

般化 モ ー
メ ン ト法

（Generalized　Method 　of　Moments ，　GMM ） が一
定

の 地歩 を築 い て い る．本講 演 で は ，
モ ーメ ン ト法 と

最尤法 の 統合 モ デ ル と して の 擬 似統計 モ デ ル の 視点

か ら推定 方程式技法 を見 つ め な お した ．

D −7　一
般化 モ ーメ ン ト法 か ら擬似尤度 へ ： 数 理 フ

　　　ァ イ ナ ン ス の 動向

　　　 　　　　　　　 電 通大 　宮 　崎　浩 　
一

　ブ ラ ッ ク ・シ ョ
ール ズ モ デ ル が 世 に 出 て か ら今 日

に 到 る まで に ，統計科学が ど の よ う に 数理 フ ァ イ ナ

ン ス （特 に ， 金利期間構造 モ デ ル ） に か か わ っ て き

た か を概観 し た ．GMM ， 最尤 法 ， カ ル マ ン フ ィ ル タ

ー
法 が，どの よう に金利期 間構造 モ デ ル の パ ラ メ

ー

タ 推定 に 適用 さ れ る か 解説 し た．GMM に お け る モ

ー
メ ン ト条件 の 構成法 や 状態変 数 が 正 規分布 に 従 う

こ と を仮定 しな い 制御推定手法等に ， 近年 ， 擬似尤

度 が 利用 されるよう に な り ， 先 の ア プ ロ ーチ を補完

す る 役割を果 た す と報 告 し た．

遺伝学 デ ータ か らの ブ レーク ス ル ー

D −8 分 子 マ ーカ ー利 用 の QTL解 析 は R ．　 A ．　 Fi−

　 　 sher に まで 遡 る

　　　　　　　　　 東大
・農 鵜 飼 保 雄

　量 的形 質 に 関与す る 遺 伝子 座 を QTL と い う．

1980年 代後半 に 始 ま っ た DNA マ ーカ ー
利 用 に よ

っ て は じめ て QTL の 染色体上 位置 お よ び 遺伝効果

を推定す る QTL 解析が 可能 と な っ た．　QTL 解析理

論 の 基本 とな る遺伝 モ デ ル は R．A ．　Fisherら （1932）

に よ り提示 さ れ た も の で あ る．ま た QTL 解析 を支

え る連鎖地図作成 の た め の 遺伝子座 間 の 組換 え価推

定 に も ， Fisherに よ る最尤法 が 用 い ら れ て い る ．さ

ら に DNA マ ーカ ー
連鎖地図 の 利用 で 実験 的 に 観察

可 能と な っ た 連鎖 ブ ロ ッ ク の 世代伝達 の 理 論 も Fi・

sher に 始 ま る．

9 月 10 日 （火 ）（午後 （1）　 E 会場）

共 通 テ
ー

マ ：漸近分布論 の 現代的意味 （1）

　 オ ーガ ナ イザ
ー

東大 ・数理 吉 田 朋 広

　 　　　　　座長　統計数 理 研　尾　 形 　良　彦

E −1 条件付 き漸近展 開 の 応 用 と数値例 の 紹介

　　　　　　　東大 ・数理
・院　増　田　弘　毅

3

　　　　　　　　 東大 ・数理 　吉　田　朋　広

　微小拡散的な漸近手法 の 枠組み に お い て ， 部分的

に 観測 さ れ る よ うな 特別 な確率 モ デ ル に 対 す る あ る

種 の 条件付 き期待値 を求 め る意味で の フ ィ ル タ リ ン

グ 問題 を取 り挙 げ，そ こ で の 漸近展開の 表 示 を与 え

た．特 に そ の 漸近展開 の 係 数 の 計算に お い て 生 じ る

数値計算的 な 箇所 に つ い て 述 べ
， 具体的な例を設定

し た 上 で 数値実験結果 とモ ン テ カ ル ロ シ ミ ュ レ ー
シ

ョ ン の 結果 を比較検討 した ．

E −2　離散観 測 に 基づ く拡 散過程 の 推定

　 　　　　　　　　九大 ・数理　内　 田　 雅　之

　小 さ な 拡散 を も つ 拡散過程 に 従う離散観測 デ ー
タ

か ら，ドリフ トパ ラ メータ と拡散係数パ ラ メータ の

推定量 を構成 し，そ の 漸近 的 性質 に つ い て 考察 し た．

具体的 に は
， 離散観測 デ ータ を 使 っ て コ ン トラ ス ト

関数 を導出 し， 適 当 な正 則 条件の 下 で，最小 コ ン ト

ラ ス ト推定量 の
一

致性 お よ び漸近 正 規性 を 示 し た．

E ・3 隠れ マ ル コ フ モ デル に 対 す る モ ーメ ン ト推 定

　 　 量 の 漸近展開

　　　　広島国際大
・
人 間環境 　阪　本　雄　二

レ ビー過程に よ り駆動 さ れ る連続時間隠れ マ ル コ

N 工工
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